
































ある出来事
「チャツ」



校長先生から、
聞かれた。

「これまでの中で、
驚いたってことって、
何かあるかな。」



びっくりしたよ。

今まで、そんなことを、
誰からも
聞かれたことが
なかったから。



そう言えば、
「シャツ」のことを
ずっと、

「チャツ」って、
言っていたのを
思い出したんだ。



「そう、

『チャツ』だよ。」



そうしたら、
ある時、お母さんが、

「ごめんね。
これまで、
ずっと、
黙っていたんだけど、



それって、
『チャツ』じゃなくて、

『シャツ』って
言うんだよ。」



「ええ！」驚いたよ。

驚いたもんじゃない。



『チャツ』って、
思っていたものが、

本当は、
「シャツ」だった
なんて。



きっと、
きっと、

まだまだ、
「お子ちゃま」だと
思っていたんだよ。



でも、さすが、

小学生にもなって、
「チャツ」のままじゃ、
恥ずかしいし、
可哀そうだから、
本当のことを、
教えてくれたんだ。



でも、
その時、
何か、

とっても、
感動したことを
覚えている。



その時、
何か、

新しい世界が、
すうっと、



開けていくような

感覚に

なったんだよ。



校長先生、
ありがとう。

あの時の感動を
思い出させてくれて。



これからも、

知らない
新しい世界へ、



その扉を、

開けて
いきたいと思う。



おわり


